20１9.１月　冬の土用の診察法と治療法

河村：１月の座学のテーマを述べます。テーマは2つありまして、テーマ１は冬の土用の脈の程度を比べると言う事で、手順は「まず冬の土用の脈を探すことから始める」「冬の土用の影響の程度が強ければ目立ち、程度が弱ければ目立たない」「冬の土用の脈について、どうすれば触知できるのか等を各班で議論し発表」していただきます。テーマ２については、ツボの反応をどう捉えるか？基本的にツボは外虚内実になっています。その反応を捉えましょう。手順としまして、「季節の邪の脈を確認する」「ツボの外虚内実を確認する」「季節の邪に対して瀉法を行い、外虚内実の改善と病脈の改善を確認する」「ツボの外虚内実と胃の気の改善がリンクしているのを確認する」最後に「ツボの外虚内実と脈が変化しない場合、どうすれば変化するのかを議論する」と言う事で、やっていきたいと思いますので宜しくお願いします。以上です。

本田：司会の本田です。簡単に言えばですね、今、冬の土用ですから季節の影響があるので、土用の影響と言うものをとにかく探してみようということですね。他にも目立つ脈があると思いますけど、そう言う冬の土用の脈を探すと言うのもですね、練習では役に立つと思いますし、もし目立っていればですね恐らくその脈って言うのは分かりやすいと思います。2つ目のテーマはですね、他の目立った脈のツボを使うって言うのも１つなんですけど、ここでは冬の土用の、特に土用のツボですね。と言うものをターゲットにして、太白か。（中本：太白）太白を使っていくんですね。太白を使って陰陽調和の手法をしてみて、瀉法の部分ですね。脈状がどう変化するかなんですけど「やってみて変わらなかった」で終わればそれはそれで終わってしまって良くないと思います。じゃあどうすれば良いのかと言うことで、外虚内実のツボって言うものをですね捉えていこうと言うことが大きな目的なんですよね。外虚が改善すれば脈状も改善するだろうと言う事でやっていきたいです。で、やっても全然変わらないよとか言うので終って欲しくないんですね。本当にその外虚が改善したのかと言うのを班員で確認してもらったり、分からなかったら何で変わらないんだろうと言う修正点とか改善点とかを見付け出して欲しいって言うのがあります。それをまた皆さんで話し合って、皆で話し合う事でまた何かできなかった事が出来るようになったら良いのではないかと言う事なのでやっていってください。宜しくおねがします。

中本：はい、では始めましょう。

（実技ディスカッション）

中本：席についてください。ではここから班長にですね、色々とその班で出た意見を聞いてもらいますので

本田：僕、前でするんですか？（中本：そうそう）えっと、各班、季節の脈状と外虚内実のツボを捉えていきましたね。その班で検討したお話をしていただきたいと思います。まず１班、お願いします。どこかな？（中本：河村先生）

河村：１班は、土用の脈と言う事で、ツボ反応にある外虚内実を触っていくにあたって、外虚の範囲を小さくしていく方法としては少しずつ何回も取っていく事によって外虚が取れていくと言う話があって、実際、実技の方でもそう言う風にさせてもらったら外虚が改善していって範囲が小さくなったと言う事が確認できました。で、もう１つはその外虚に対して、術者が外虚をどう感じるかと言う所で、僕、前回もあまりよく分かってなかったですけど、今日、ちょっと目に見えない話なんですけど、気を感じる術を習ったんですけども、手のひらとひらを近づけて熱感を感じるのが１つの気である、と言う事を聞きまして「そうなんだな」と言うのが分かったって言うことです。

本田：はい、ありがとうございます。その外虚のツボの事をちょっとお聞きしたいんですけど、何回かされる事によって脈状が変化したとおっしゃっていましたよね。その外虚の範囲と言うのは結構そういう場合は広いんでしょうか。

河村：そうですね、広い

本田：あと深さとかはどうでしょう。

河村：深さも勿論あると思います。実際に触ってどう言ったらいいんですか、ペコペコ具合って言いますか、ちょっと元気の無い張りの無いような範囲がやっぱりある訳ですよ。それも勿論触って分かる訳で、分かる人には手をその上に持って行くだけで分かるみたいなんですけども、そこに鍼を持って行って瀉法を行うことをするんですけど、それも少しずつ少しずつ取っていくと少しずつ範囲が小さくなって、深さも段々浅くなっていくと言いますか、張りが出て来ると言う感じになるみたいです。

本田：例えば外虚のツボがあって広いなと思う時に、ツボの中心を捉えていくと言うのも１つだと思うんですけど、その場合中心を狙ったのか、ずれててもちょっとずつ瀉法していけばその外虚のツボがちっちゃくなっていくと言うような感じとかもあったんでしょうか。

河村：周りから攻めると言うことですか？

本田：周りとか中心を取っていこうとしがちだと思うんですけど、別に中心を取らなくても虚してるなと思う所をちょっとずつ減らしていけば変化していくのかなと言うような風に聞こえたんですけど、その辺はどうですか。

河村：僕は、その周りはあまり意識していなくて、この辺であろうなって言う所を少しずつ取って言った感じなので、多分、自分の中で一番深いって言うんですかね、外虚が一番目立つ場所に鍼を持っていっていたんだと思って、周りから攻めていったという事は僕はしていないんです。

本田：分かりました。ありがとうございました。皆さんにもお聞きしたいんですけど、どうやったら気って分かるようになるんでしょうか。河村先生がさっき手のひらを合わせたらちょっと温かさを感じて、ちょっと気って言うものが分かり始めたんですって言うようなお話があったと思うんですけど、このフロアの先生の中で他に何か良い方法がありましたら発表していただきたいなと思うんですけど。どうですか？何か情報をお持ちの先生はいてるの？

茅田：いいですか。先輩の皆様方の前で言うのもちょっと恐縮しているんですけど、僕自身も気に対して何か特段感受性が強い方じゃないので、非常に試行錯誤しながらやっているんですね。ただ一年間こちらのほうで勉強させていただいて他の事も色々勉強したんですけど、気って言うものをまずは頭で理解すると恐らく一生理解できないんじゃないかなと、分からないままじゃないかなと思っています。ですので、まずは気と言うものがあると言う前提で考えると言う事が、先ず分かるための第一歩と言いますか、絶対条件だと言う風に思っていますので、まずそこから心的態度、捉え方って言うのを変えるべきじゃないかなと言う風には捉えて勉強しています。

本田：他に何も無ければ、あるんですか？目が合いました、今。何で誰も目を合わせてくれないのか。ちょっとここ、ずるいですよね。見えないですからね、僕の顔がね。いつか当てようと思います。では、2班に行きましょう。

江田：ちょっと質問なんですけど。テーマ１だけで良かったのかなと思ってたんですけど、テーマ2もやってたんですか？（本田：やってました）１5分から40分っていうのはじゃあディスカッションの話？あ、そうなんですか。すみません、ちょっと前提がすみません。（本田：中本先生が全部悪いです）すみません。だから質問したように外虚内実についてはちょっとそこまで討論していなかったので申し訳ないです。すみません。土用の脈を見付けると言う所をねずっと丁寧にやってたんですけども、ずっと森本先生もおっしゃってることで繰り返しのことなんですけど、やはりぱっと診たら弦って言う方も何人かはいらっしゃったんですけど、でもそこは三菽から診ていくとやっぱり緩が薄っすら乗ってる。で、やっぱりいわゆる三菽から診ていく、外邪って言うのは外から入ってくるんで外を侵すって言う前提がやっぱり一番外邪を診る時に欠けてはいけない診方なのかなって言うのをお互い確認した感じです。あと、質問があって、一応僕らの中で答は出たんですけど、皆さんにもお聞きしたいことなんですけど、本当にね脈管の外側、三菽の辺りに邪があるって言う感じは凄い浅い所を取らないと中々取りにくかったって言うのを経験したんですけど、結構中の方までも緩だなって言う凄い深くまで入っている時も、その時は僕が、脈が浮か沈かの脈位を診て浅かったら別に中の方まで緩って言うのがあっても、浅くから抜いて行けばいいんじゃないかって言う事でちょっとまとまったんですけど、実際、皆さんどのようにそう言う場合は治療されているのかご指導って言うか、意見を聞きたいなと思いまして。

本田：それは浅い所にも邪気があるし、深い所にも邪気があるんだけども、どちらから手を付けていくのかと言う

江田：どちらからかというか、治療としてどの位置に鍼を置いていくか（本田：まずどっちに持って行くか）そうそうですね。

本田：皆さん、今の分かりました？浅い所に邪気がある、深い所に邪気がある。治療の第一手として

江田：そうですね。第一手と言うか初めのアプローチのし方。

本田：初めのアプローチとしてどっちを取っていくんですか、と言うような質問がありました。じゃあ、逆に3班の先生の中で何かご意見のある方はおられます？

片岡：逆に3班と言うのは？

本田：１班から行ったから、次は3に行こうと思いまして。誰かいませんかね。

片岡：取穴して一番胃の気の出る深さに鍼をしたらいいんじゃないですか。

本田：と言うようなお答がまず一つ出ましたね。他に何かないですか？平岡先生どうでしょう。（片岡：3班狙い撃ちですよ）大丈夫。周るから。色々あると思いますよ。

平岡：浅い所から取ったら引っ張られると言ったらおかしいけど、一緒に抜けていくのかなと思ったんですけど。（本田：下の奴まで？）はい。

本田：ありがとうございます。じゃあ次２班。山崎先生どうでしょう。

山崎：もの凄く横着だけど、自分でノリが良い時は押手さえ構えておけば、患者さんの方から、表現的に浅い深い、衛分営分だと思うんだけど、衛分なり営分なりの気を持って行ってくれるみたいな所があるよね。だから患者さんが深い所から修繕したかったら患者さんが深い所から修繕するだろうし、浅い所から修繕したかったら、と言うような一番調子の良い時はそんなイメージですね。だからあまり自分から、この患者さんは浅い方から邪を抜いてあげよう、この患者さんは深い方から抜いてあげよう、何て何も考えんとただ押手構えてジッとしておいたら患者が勝手に「私深い方から治したい」「浅い方から」と勝手にしてくれる、と言うそんなイメージです。

本田：はい、ありがとうございます。じゃあ中垣先生、いきましょうか。一班ですよね。

中垣：私は、先ほども言われた通り、邪は外から来るので、一応、衛気を意識していますがその人の身体によって衛気が浅い人もいれば深い人もいてるし、というので変えています。あの、さきほど、今までやっていなくて、ツボ取りで何回もやってはダメと思っていたので、一回やって脈が変わったらこの程度でいいかな、と思っていたら、実際にツボが広がっていた時に、私はツボの中心じゃなくて、ツボの周りから徐々に攻めていって小さくなったら良いのかなっと思って。

本田：最終的に外虚が無くなっていくことを目指す、ということですね。

中垣：はい。

本田：田附先生、どうでしょうか。

田附：班内でこの話が出た時に私は深い所を意識してしまうと、どうしても手が重くなりがちなので、手技を軽くということに主眼を置いて足りなければもう一回鍼をするというようなことを言ったのですけども、今、山崎先生の話を聞いて、術者が意識すると気に方向性が生まれるって言うじゃないですか、そのニュートラルの状態で患者さんに任せるのが一番理想なのかな、と山崎先生の話を聞いて、今、そう思っています。

本田：はい、ありがとうございます。田宮先生、お願いします。

田宮：浅いところだったら浅く、深い所だったら深くというイメージなんですけど、深くって言っても深くないんですよね、鍼自身を気持ち深くと思うだけで、鍼はほとんど深くはしない状態でしています。それで胃の気が出れば、ということで。何回もの何回は上限があるのか無いのか、自分でこれ以上やるとダメだな、という所までするんですけど、手技ができないと、それ以上できないのかな、と思ったりします。

本田：手技を良くするということが大切ってことですね。

田宮：あと先ほどの山崎先生の発言なのですけど、山崎先生は鍼を深くもせず浅くもせず、一定の所にいつも置いているってことで認識しても良いのでしょうか。（山崎：はい）なるほど。

山崎：森本先生が鍉鍼、下から押手の下面からちょっと止まっている、という話されていますよね。あそこでじっと刺しています。勝手に変わる、調子のいい時はですよ。いつも良かったらいんだけど。調子の良い時は確かに脈がどんどん変わってくれるので。時間的な差は多少差はありますけど。今日は浅くしよう、深くしようとは何も考えない。ここがツボだな、と思ったら、じーとする。鍼は右手、オーバーに言えば、右手ポケットに入れています、みたいな世界です。

本田：いいですか。江田先生、どうですか。色々話出てきましたけど。

江田：すごく参考になったのですが、学術的なお二人からお聞きしたいのですが。

中本：僕は今、深さはあまり考えていないです。それで、何か月前かに深さの事を言ったら邪正、身体に邪が入ってきた時には深さじゃなくて、正と邪の戦いとして考えて深さはあまり考えなくても良いんじゃないのか、という話があったと思います。それから深さは考えなくなりました。今、季節のツボを使っていますよね。今日は土用の邪が影響したということで、太白を使ったわけなんですけど、太白を使うと土用の邪が取れていくと考えます。そうすると胃の気が出て、他の邪の影響も取れていくのではないかと思ってやっています。だから、順番とかあまり考えていないですね。表面から取るとか、中から取るとか考えていないです。

本田：僕はですね、中本先生に近いのですけど、ある程度は邪気の在る所といいますか、侵入過程を考えます。だから浅いところ、外から来ますから、まずは浅いところで勝負する。その次は目立っている所かな。ごめんなさい。一番最初は浅いところ、二番目に季節、季節と浅いところは似たような所です。三番目に目立つもの。これは書いていませんでしたか資料に？あったと思うのですけどね。僕の根拠はですね、素問だったかな、何処に書いていたか忘れましたが、上手な医者は浅いところから治す、というのがあって、皮毛を良く治すんですね、ダメだったら邪気はだんだん侵入していって皮毛の下の肌肉ですかね、それから筋で府で蔵に入って行くから、できるだけ浅いところで勝負した方がいい、ということが書かれている所が最初の方にあったと思うんですよね。邪気の侵入過程、賊風だったか、だから邪気は浅いところで見つけていく、三菽皮毛部で見つけていくという意味がそこにはあると思いますし、できれば浅いところで勝負して良くできれば良いのではないかな、というのが今の考えです。ただ、やっぱり中に在る時もありますからね、それを取らないとどうにもならない、という事もあるから、それはやっぱりやっていかないといけないですし、片岡先生が仰ったようにツボ反応で見つけていくというのも絶対あると思うし自分の臨床室の中では。だから、色々あるので使っていくと。という形ですね。はい。

江田：ありがとうございます。

本田：よろしいですか。はい。ありがとうございました。それでは次は三班ですね。はい、お願いします。

片岡：冬の土用の程度ってところは、だいたい表面に緩脈が薄くあって、その下に弦のような堅さ、瘀血の人もいたのですけれども、下に堅さのあるっていう感じ。だから、表面に影響が出ているというような程度でした。ツボの外虚内実に関しては、太白を取穴したのですが、触って鍼をしているうちに反応は減って行ったみたいです。その時の脈の変化は表面の緩脈は減るのだけれども、中の弦脈とか堅さとかが目立ってくるということが多かったです。班として疑問として出たのが色々な脈状、複数の脈状、層になっている脈状の時に一つのツボで変化、改善させなければいけないのか、そういうのが疑問として出ました。実際、鍼をして堅さが残るけれども、一生懸命太白に鍼をするということがどうなのか？ということも含めてだと思います。僕は今日は大寒だから弦があったら厥陰風木で木穴取っても季節という枠からははみ出ないのではないかな、と思うから、季節を優先しても木穴を取るのに何の問題もないのかな、と思うんだけれども、今日は太白でやりましょう、という実技だったのですけど、そういうふうな所も考えるというか枠を広げた方がより臨床になるのかな、というような気がしました。はい。

本田：六気の事も考えてツボの選穴もした方が良い、という事ですか。

片岡：難経だけ、そういう括りを狭くするよりも、という事ですね。

本田：大事なことだと思います。昨年かなり勉強しましたからね。その太白を触っていたら、緩脈の層が良くなってきて、弦脈とかその下の方の脈が目立ってきたというのがあったと思うのですけど、その時、なぜ、その状態になっているのか、という話し合いとかはありませんでしたか？

片岡：緩脈取れている。土穴で緩脈が取れているっていうことは皆で確認できた。

本田：その下の弦脈とか他の脈状と言うのは、なぜかな、というは。

片岡：手技が悪いのかな、という先生もおられたり。

本田：ツボ反応はどうでしょう。太白は外虚内実は改善されたのでしょうか？

片岡：減って行った。

本田：という事は皆で話し合いはできたのでしょうか。という事はなぜなのでしょうね。

中本：僕が同じ班だったのですけど、残る場合は脈は、僕は良くなかったと思います。ツボ反応はまだ改善できると思ったし、中の弦脈の血の状態も残っていたと思います。全体的に整っている場合は、脈も整ってきたし、お腹も整うような感じがしましたし、ツボ反応も変わったと思います。

本田：なんでだろう、と思ってい欲しいんですよね。あかんかった、だめだったで終わって欲しくないので、どうなんですか、何でですかと、なぜばかり聞くのですが、それが見えたらですね、今なんかは六気の所ですから使えるんじゃないのか、と言われたらそうだな、と思いますし、その為に改善する為にどうすれば良いのかを見出していきたいと思っていますので、残りの二か月、またよろしくお願いいたします。以上です。ありがとうございました。
